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書　名 年代 著　者 字　　　数 備　　　　　　　註
説文解字 菓漢 許　　慎 9β53 重文，ヱほ63字
廣　　雅 魏 張　　揖 18，150






切　　韻 階 陸法言 12，158
唐　　韻 唐 孫　　憾 15，000 古式堂《書販群1序》により．
廣　　韻 宋 陳彰年等 26，194
集　　韻 宋 丁度等 53525
洪武正韻 明 楽紹鳳等 32，254
占　　　　　　．tt畠
子　　　築 明 梅騰詐 33，179
康煕字典 清 張玉書等 47，035
臼耀静《漢字》によれば，婆3，174字
（異体字等除外〉で，また易煕苔《文掌
改革論集》によれば，49，030字である．
　一調雛勺にいって，清の康煕55年（1716年）に完成した《康煕字典》は，鍛も完備した字典であ
る．その収録された漢字（異体字も含む）は，大体五万前後である．清代の訓詰学家である王引
之（1766～1834）が，その著作の《康煕字典考正》の中で，康煕字典の中の闘違いが二千数百鰯
所もあることを指摘しているが，しかし，それでもやはり唯…無二の完備した字典であることは
否定できない．清代以後の知識人で，この字典を用いなかった嶺は，ほとんどいないことからも，
その影響力の大きさは，はかり知れないものがある、
　五四運勤（1919年）以後，口語文運動がおこったことにより，一般の知識人で古典を研究する
者が，Bましに少なくなったため，漢字の日常生活の中に占める地位も低下してきた．新しい時
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代が要求する漢字に対応するために，1947年，野新城らが主になって編集した《辞海》（中華書局）
には，一万数千字の漢字が，1961年，中華書局辞海編輯所が編集した《辞海》（試行本）には，
11，000字の漢字（繁体，異体字も含む）が，また1971年商務印書館出版のポケット版《新華字典》
には，8，500前後の漢字（異体字も含む〉が，それぞれ収められている．これらの新しい字典がひ
き続き出現したことで，《康煕字典》の中の，すでに生命力を失なってしまった漢字は，全部ふる
い落とされ，臼常生活に密接にかかわる実用漢字だけが残ったのである．しかしながら，一般の
知識入が，四，五千字の漢字も覚えなくなってからは，読み，書きの面で，もはや対応しきれな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
くなった．初めて漢字を学ぶ人，とくに児童にとっては，こんなに多くの漢字を一字一字覚え込
まされるのは，まったく非常に華いことである．まさに申国文字改革委員会の呉玉章主任の言う
とおりである．
　　漢字の学習は，いかなる表音文字を学鷲するよりも，何倍も多くの時間を必要とする．その
　　ため，わが国の現行の学制は十二年は必要で，それで始めて普通教育の学科を修了すること
　　ができ，多くの国々の学翻より二年も多くしなければならないのである．われわれは，以前，
　　三年制の労農速成中学をやってみたり，小挙校を五年の一貫調とすることを考えたりしたが，
　　多くの困難のあることが，事実によって証明された．これは，漢字の学びにくさ，覚えにく
　　さ，書きにくさだけのせいにすることはできないが，しかし漢字自体に存在する欠点は，確
　　かに児童教育や成入教育，文盲一掃などでの大きな負担になっている鯉
　しかも，通嗣している漢字の中で，筆画の繁雑な漢字が多数を占めている。“中央政府によっ
て公窃された2，000の常罵字についていえば，毎字平均11，2画で，そのうち17画以上あるのが221
字もある．わが国の小学校は，6年の聞に，3，000字蔚後の漢字しか学習できない．しかも，それ
も必ずしもしっかりとではなく，完全に理解したなどとはとても言えない．”働漢字の筆画が複雑
なので，書く際に，時間を浪費する．統計によると，～人平均，一時間に楷書では300字，行書
でも800字葡後の漢字しか書けない。そのうえ，たとえば，かたちがあまりに縦に長い〈驚〉と
いう字や，横に広い〈凝〉という字などいくつかの漢字は，初めて漢字を習って書く人にとって，
それらを小さな耕冒の中に書くことは非常にむずかしい⑳とくに筆画の繁雑な漢字は実際簡略化
すべきである。たとえば，〈櫨〉という字は20画ある．〈燈〉の俗字は〈炉〉（金代音韻挙家韓孝彦著
《篇海》に見える）であり，その書き方は，元の字より12画少なく，8画である．戦後の日本は，
この俗字を採贋しく当用漢字〉とした．最近，中国でも，この〈炉〉という掌を簡略化の字表の
中に加え，常用字とした．もし漢字を初めて学ぶ入や児童が，このく炉〉という字を暗記し，書
く場合，元の字より倍も早く書けることは疑いない。時閥を節約し，できる限りの効果をあげる
という点からみると，まさに長足の進歩である．
　漢字は，書き，読み，覚えるという三つの点で困難があるだけでなく，この日進月歩の時代の
中にあっては，印刷，タイプ，電信などの面で，漢字は表音文字のような便利さ，敏速さという
点で実用性を欠いている．
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　要するに，漢字簡略化は，教育の普及や文盲～撮の上で大きな効果をあげるばかりでなく，仕
事の上でも効率を高めることができるのである．したがって，漢字簡略化の意義はきわめて大き
い．
　〔2〕漢字は魎略化すべきであるのか？
　この間題に関して，現在二つの意見がある．ひとつは，漢字の簡略化に反対であり，もうひと
っは，簡略化に賛成というものである。
　簡略化に賛成の理由は，すでに本稿の前節で述べたので，ここではもうくり返さない．今，私
は，漢字簡略化に反対の意見をあげて述べてみたい．
　漢字簡略化に反対する理由はたくさんあるが，帰納すれば大体以下の五点である．①漢字は，
歴史の産物であって，自然に形を変えるにまかせるしかなく，行政当局の命令ひとつで字体を篤
略化させるというわけのものではない．②漢字を簡略化したあと，古典を読んだり，古典の申の
漢字を91用したりする際，困難や障害をきたすことになるだろう．③人名や地名，年号の漢字は，
形体を変えれば，将来，誤解や難解さを生じるだろう．④一般のIH体漢字の筆麺は繁雑で難しい
が，しかしくずし書きができる、が，簡略化した漢字は必ず一爵一懸きちんと書かなければなら
ず，ひとたびくずして書こうものなら，訳のわからないものになってしまう．⑤簡略化された漢
字は，《康煕字典》の中では捜し出せないので，……般の略字を知らない人は，略字で劇坂された読
物を読むことができない．
　以上の五点について，もっともなところもある．簡略化漢字が実施された盛初は，私扇身も上
述のいくっかの観点を持ったが，まもなく略字に慣れると，逆に霧常に都舎よく感じた。今では，
私は，原稿を書く時でも，教室で授業を行なう時でも，略字を使うのがすっかり欝慣になってし
まった．学生たちも喜んで略字を覚えて，時には，略字を日本語の中にまで持ちこんで，N本語
の中の漢字を混乱させてしまう．
　もともと，いかなる変革にも“反対”の面があるもので，文字の変革も当然，例外ではない．
　漢字簡略化に反薄の人は，すでに相当多くの漢字を覚えているので，字形が変化すると，略字
の意味をつかめなくなってしまうのである．しかし，それは，一時の小さな困難でしかなく，臼
がたてば，自然に慣れるものである．
　漢字の字形の変遷という点から考えると，般商時代の甲骨文字は，象形文字によく似ており，
非常に書きにくい．しかし，西周，東周時代に入ると，甲骨文は，金文に変化した．秦漢時代に
なると，金文は，隷書に変った、魏晋南北朝時代になると，隷書は，今度は，惜書に変った．楷
書から現在まで，すでに千年余りの歴史がある．楷書の形体からいえば，何の変化もないけれど
も，しかし筆画の増減に，非常に大きな違いがある．筆懸が簡単なものから複雑なものになった
字もあれば，複雑なものから簡単なものになった字もある．この変化のみから晃れば，漢字は，
刻々変化しているのだということがわかる．この〈変〉という法則に従って，漢字の簡略化を実
施するのに，何の不都合があろうか．
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　〔3）漢掌簡略化の原則とその方法
　漢字は，字数が多すぎるだけでなく，字体も非常に複雑であるから，漢字簡略化の際，漢字の
字数および字体を簡略化しなければならない．両者を並行に行って初めて，漢字の有効な簡略化
ができるのである．
　字数の簡略化とは，音も意味も岡じで字体が異なる異体字，たとえば，猫（錨），泪（涙），恒
（働，床（林）などの異体字，すなわち（）内の字を，一律に廃除してしまうことである。そこで，
1955年10月，中国文字改革委員会は〈第一群異体字整理表〉を公布し，漢字の中の1，055個の異
体字を廃止した．これは，学習と使用における負撞を減らしただけでなく，印刷においても，活
字の節約になった．
　字体の簡略化は，字数の簡略化のように簡単ではなく，簡略化技術にさらに，研究を加えなけ
ればならない。漢字を使用する人が困難を感じさせないように気をつけるだけでなく，印刷，タ
イプ，検字などの方函での都合よさも考慮に入れなければならない．岡時に，すべての字体を臨
欝が一新するほどに簡略化してもいけない．しかも，簡略化の手順も，一歩一歩おし進めるべき
で，一度に全函的に簡略化して，混視をひきおこしてはいけない．上述したいくつかの原則に基
づいた簡略化字体の霊な方法は，以下の如くである．
　a，偏と労の簡略化　漢字の中で偏と労が詞じ字はとくに多い．これらの部首に用いる偏と労
の字体を簡略化すれば，効果はきわめて大きい．現在すでに簡略化された偏と労の字体には，次
のようなものがある．言・－L，食一㌻，魚＝一・　Pt，糸一多，暇一収，踏一菖，馬一勤，鳥一璃，金
＝・　T，睾一華，翼一興，嵐一桜，織一麻，車一牟．これらの偏と労の簡略化方法も一定の制限が
あり，勝手に類推していくことはできない．たとえば，“擬”という字の偏と魔“疑”は，“以”と簡
略化でき，それで擬・身以なのである．しかし，“以”を，“凝”や“擬”という字にもっていくこと
はできない．なぜなら，“擬”には，すでにその略字“碍”，“凝”には“痴”があるからである．
　b，形声字の簡略化　いわゆる形声字とは，ひとつの形労に，声労を加えてできている漢字の
ことである．このような字は，その声｛芳の音を読むことができさえしたら，ほとんどその字は読
める．たとえば，“犠”（xi）は，“緬”と簡略化することができるが，これは“義”と“西”がとも
に同音（X｝〉だからである．このように類推していくと，たとえば，遷一迂（qian），鎗一銅（yu6），
雲一云（yQn），運一這（yen），極一級（ji）などのように簡略化できる．
　c，岡音代替法　これは，読音が岡じで筆画の多い“同音”の字を，筆画が少ないのと取り替
える方法である．たとえば，豪一台（tai），穀＝・＝谷（gU），圃一斗（doの，乾一干（gan），昇（あるい
は陞）一升（sheB9），藝一芝（yi）などである．
　d，符号化法　これは，筆画が簡単な符号や単字を，いくつかの字の筆画がきわめて多い部分
と取り替えることである．たとえば，“又”という字は，意昧も音も表わさない符号とみなして，
それを“璽”，“葵”，“簾”などとだけ取り替えるのである．このようにして，以下にあげるいく
っかの字が簡略化できる．すなわち，鶏一鳴，漢一汲，僅一伐，嘆一収，難一雅，銀一眼，漱一
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歎，構一枚，槻一魂などである．この外に9・i　・＝対，鳳一夙，戯一栽，樹一梼，螂一鰯なども，“又”
の字を筆画が多い部分と取り替えているのである．
　e，原字の輪廓や特徴を保留する方法　たとえば，奪一李，電＝・・　ag，療一痔，倉一倉，馨一医，
亀一亀，櫃一拒，幣一雨などである．このような簡略化方法の長所は，原字の輪廓や特徴を保留
しているので，覚え易いことである．
　f，草書楷化法　これは，草書字体を楷書化することである．たとえば，書一禰，ig　一・青，傳
一倖，轄一襲などすべて中国歴代の草書字体に基づいて，転化したものである．
　以上に列挙した数種の主要な簡略化字体の方法は，中国文字改革委員会が広く使用しており，
これ以外にも，いくつかの方法によって俗字や一般にすでに流行している簡略字のようなものも
すべて取り入れられている．要するに，形体の複雑な漢字を，その条件に応じて，上に列記した
方法IZ基づいて，筆画の少ない字に簡略化し，覚えやすく，使いやすくするのが，略字の主要な
農的なのである．しかし，簡略化した漢字も，ひとつひとつすべてが理想的なわけではない．例
えば，乾一干（gER），幹一干（gan）の二つの“干”は，もし，音を表わすか，あるいは，“干杯”，
“干燥”，“干部”，“干線”のように前後に他の字を結びつけなければ，“干”という字の読音とその
意味を半蜥することができない．しかも，すでに簡略化された“乾”という字も依然として残さ
れている．というのは，“乾”は，また“qian”とも読み，“乾坤”（qlan　kgn）のように，簡略化し
て“干坤”とすることができないからである．
　しかしながら，漢字簡略化は確かに，輝かしい成果を収めた．1956年1月，中国畜局は正式に
〈漢字簡化方案〉を公布し，544個の繁体字を，515個の簡化字に簡略化して，その中の230の略
字を，〈方案〉公布のHから正式に通用させ，その他は，試みに用いることとした．1964年5月に，
中国文字改革委員会は，《簡化字総表》を編集発行し，略字使馬の手本とした．この《総表》は次
のように分かれている．第～表は352個の偏と募を用いない略字．第二表は132燗の偏と劣を嗣い
た略字と14個の簡略化された偏と労．第三表は，1，754燗の略字で，これらの字は，第二褒の中の
略字および簡略化された偏と労を馬い，類推してできた略字．《総表》は計2，238個の略字があり，
合計して2，268字を簡略化したものである．
　　略字は，元来の繁体字よりも理にかなっており，掌びやすく，覚えやすく，書きやすく，筆
　　画でもほとんど半分近くに減っている．《総表》のeg　一一，二表にあげている繁体字は，毎字平
　　均十六画だが，簡略化の後は，毎字平均八画に減っている．第三表にあげた繁体字は，毎字
　　平均十九画だが，偏や考を簡略化したあとは，毎字平均十一画に減っている鋼
　漢字をこのように簡略化した結果，教育普及，文盲一掃を遂行するのに非常に大きな助けとな
った．とくに，初めて漢字を挙ぶ児童にとっては，大きな負担が本当に軽減されたわけである．
しかし，別の角度から兇れば，次の世代の人々は，略字しか知らないわけで，旧体漢字を短らな
いから，将来古代典籍を読む際に困難が多くなるだろう．もし，古代典籍の中の漢字を全部簡略
化するとしたら，必ず字の意昧や解読に誤解や混乱を生むに違いない．これは，漢字篤略化のひ
64
学報第51号
とつの欠点といえよう．しかし，時代は前進するものであり，古いものは淘汰され，新しいもの
が出現するのは，社会発展の必然法則である．将来，漢字が，もし本当に表音化されたとしたら，
漢字の寿命は，もはや尽きたと窒告せざるを得ないだろう．その時には，中国の文化も，別の殺
階に入ろうとしているだろう．もし漢字を完全に廃止するとしても，私たちは，それは中国の伝
統文化の絶滅であると，独断的に雷うことはできない．文化の永続とは，漢字の字形が存在する
か否かの問題ではなく，思想と精神の保存にあるのである．たとえば，西欧各国の青年たちの絶
対多数は，ラテン語がわからないけれども，英語やフランス語を通して，ヨーロッパの古代文明
を理解するのである．日本の青年たちは，《古事記》《日本書紀》を原文で読むことができないけれ
ども，目語文を通してそれらの古典の訳文を鑑賞するのである．もし，この原理に照らせば，未
来の中国の青年たちも漢議表音文字で四書五経の訳文を理解するようになるだろう．だから，私
は，漢字の存廃が，それほど重大だとは考えない．問題は，漢字の改革を推し進める際に，あま
り急激に行なうべきでなく，時代の要求に順応し，ゆっくりと，一歩一歩確実な方法でおし進め
ることである．このようにして初めて成功を収めることができるのである．似下次号〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
（1）盧蟷章の《中国第一快切音新字》の序文によると，きわめて簡易な漢字の記音字母300ほどの中から選ばれた50あまりの
　　ものを，w一マ字につづって，これを中国第一快切音の新字母と名づけたという．（1953年，北京，文宇改革出叛社編《清
　　末文字改革文集》P．1～3，参照）．
（2＞王照の《官話合声字母》の序文には，この度，私はかな文宇にならった官話合声字母を作り出し，これは北中国における
　　漢字を読めないひと人に適胴し，中国の一般知識人のために作ったものではないという。（上掲の《清末文字改革集》p．　23，
　　参照）．
（3）　　《後漢書》　（中華釜華局）　10で云〔九〕　p．2821．
（4＞《三国志》（岡上）魏欝〔3〕p．587．
（5＞　　《ヲ鞍書》　（同上）　ノkイ云p．2395．
（6｝臼本古典文挙体系《古事記祝詞》（岩波書店）中巻p．248，
（7）研本古典文学大系《臼本書記》（岩波書店〉第10巻p．371～373．
（8）梅原宋治〈日本出土の漢申平の紀年太刀〉，1962年11月，《大和文化研究》7巻琵号に双められる．
（9＞上朗正昭編《文掌》（日本賓代文化の探求）p．19～24．
⑯　森克巴・竹内理三編《H本史概説》p．28．
（11）　　岡霞主｛9）p．136．
（12）前掲の《古事記祝詞》p，47～48，（和銅戴年正月二十八日安万侶の序）．
〈13）　鍵本古典文挙体系《万葉集》（岩波書店）（一）p。20．
働　労乃宣は河北雀出身，王照の官話合声宇母を若干改訂して，《増訂合声簡字譜》を著した．その序文には，江蘇，安徽および
　　漸江などの江南各省は，北方のように漢享を読める運動を行なって文盲を一掃するために，南方各省の方言の漢字の読音
　　にふさわしい71個の字母を作ったという．（前掲の《溝末文字改革集》p．54に見える）．
㈲　〈籠字研究会〉の規則の第一条によれば，わが会の宗旨は，漢＄を読めないひと人がみずからの意志を伝達することができ，
　　彼らの智力や理解力を高めることにある，という．（同上p．113）
（1の　倉石武四郎著《漢字の運命》（岩1皮新書）p．101～102．
〈恥　全国文字改革会議秘書処編《第一次全国文字改革会議文件羅編》p．6参照．（1957年，文宇改革出版社）
（18｝　　嗣＿置二P．12．
（19｝　岡上．
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　　　　　　　　　　　　　　臼中爾国文化のかけ橋一漢字およびその略字牝一　　（彰）
㈱　曹伯韓の論文〈漢字の整理とその簡略化に対するいくっかの意見について〉（中蟹語文雑誌絃編《ゆ国文字改革問題》p．　22
　　～29叡録．195壌年，中華欝局）．
⑳　《光明日報》1973年5rs　le［ff〈文字改革〉第一期．
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